
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２６年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 93.旧堀田邸保存整備事業

5. 社会教育費

2. 文化財保護費 文化課

（佐倉市）　　

第４章
｢明日へつながるまちづくり｣～産業経済の活性化、 14,633

文化・芸術・観光の充実～ 平成23年度 550

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策８
「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 平成24年度 3,000

平成25年度 2,938

施策３
歴史的建造物を保全・整備します 平成26年度 550

平成27年度 7,595

0

0

厚生園文書を収蔵する土蔵の破損調査を実施し、修理計 ・国民共通の財産である国重要文化財「旧堀田家住宅」 ・市民や観光客等に佐倉の歴史文化を伝えるとともに、

画を策定する。 を適切に維持整備して、後世に伝えます。 佐倉市の価値を高めます。

垂木にクマバチによる虫害（穿孔）が明らかになったため、環境測定を

行う。

　修理には文化財補修の技能が不可欠であり、枚 土蔵の現況調査と整備の実施設計を行う。

数が増えたことで、技能者の確保が問題となることが予測されます。

14 02 06 04 97 00 文化財保存事業費関係補助金 0 0 1,469 △1,469

差引一般財源 0 0 △1,469 1,469


